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日本 の技 と道 を住 まいに活 かす

～住生活 月間フォーラムの開催 に寄せて～

本 日「和の文化に学、∫ミ」をテーマとして住生活月間フォーラムが開

催されますこと、選よりお喜び申 し上げます。

私はかねてより、和の住 まいや住文化の良さが近年の住 まいに十分

活かされていないこと、そ して和の住 まいに係る技術の継承が十分に

行われていないことについて大きな危機感を抱いてきたところであり

ます。

襖、瓦、畳、縁側、続き問などは、地域の気候・ 風土・ 文化に根ざ

した住 まいの要素であり、わの住 まいには我が国の伝統的な知恵と技

が結集されています。その継承 とともに、すばらしさを現代 0未来に

活かす。地域産業を活性化 し循環型社会の構築に資する。そうした観

点からも和の住 まいは非常に大切なものと考えております。

2020年東京オリンピッグ・ パラリンピック競技大会の開催が正式に

決定 しました。国内のみな らず海外に対 しても、 日本文化の良さを発

信 していくことは今後特に重要 となってまいります。

この様な想いから、関係省庁に対 し和の住 まいの推進方策の検討を

お願い したところ、関係省庁連絡会議において本 日お配 りしている「和

の住 まいのすすめ」がとりまとめられ、 また、住生活月間実行委員会

の御理解をいただき、本 日多 くの方の御参集を得てフォーラムが開催

されるに至 りました。

本 日会場にお集まりの皆様方におかれましては、和の住 まい推進関

係省庁連絡会議の取 り組みにぜひとも御理解・御賛同を賜 りますよう

お願い申 し上げますとともに、今回のフォーラムを一つの契機 とし、

和の住 まいや文化を見直す動 きが大 きく活性化することを期待 し、メ

ッセージとさせて頂 きます。
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